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生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
の
認
定
に
か
か
る
留
意
事
項
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
般
、
「
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
住
宅
扶
助
（
家
賃
・
間
代
等
）
の
限

度
額
の
設
定
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
二
十
七
年
四
月
十
四
日
社
援
発
〇
四
一
四
第
九
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長

通
知
）
で
示
さ
れ
て
い
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
年
六
月
ま
で
適
用
さ
れ
て
い
る
住
宅
扶
助
の
基
準
額
を
引
き
続

き
適
用
し
て
差
し
支
え
な
い
旨
の
特
例
（
以
下
「
特
例
」
と
い
う
。
）
が
、
現
場
の
各
自
治
体
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
改
め
て
、
各
自
治
体
に
徹
底
す
る
よ
う
に
求
め
る
質
問
主
意
書
（
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
二
日
提
出
質
問
第
二
八

五
号
）
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
答
弁
書
の
内
容
は
、
「
今
後
と
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周
知
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
い

う
具
体
性
に
欠
く
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
答
弁
書
を
受
け
て
厚
生
労
働
省
に
具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
生
活
保
護
担
当
指
導
職
員
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
、
生
活
保
護
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
全
国
研
修
会
を
開
催
し
、
周
知
徹
底
し
て
い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
活
保
護
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
全
国
研
修
会
は
本
年
六
月
十
九
日
に
既
に
終
わ
っ
て
お
り
、
生
活
保
護

担
当
指
導
職
員
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
本
年
の
九
、
十
月
に
開
催
予
定
と
開
催
ま
で
間
が
あ
り
ま
す
。

先
の
質
問
主
意
書
で
私
が
質
問
し
た
趣
旨
は
、
今
月
か
ら
住
宅
扶
助
の
減
額
が
始
ま
り
、
各
自
治
体
が
制
度
変
更
に
伴
う
対

一



応
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
担
当
者
が
住
宅
扶
助
の
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
生
活
保
護
受
給
者

に
対
し
て
特
例
が
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
転
居
を
求
め
な
い
よ
う
に
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
前
述
の
通
知
の
内
容
を
再
度
周
知

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

答
弁
書
で
は
、
本
年
五
月
十
三
日
に
「
住
宅
扶
助
の
認
定
に
か
か
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
を
出
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
十
分
に
周
知
徹
底
が
出
来
て
い
な
い
か
ら
先
般
の
質
問
主
意
書
を
提
出
し
た
の
で
す
。

今
月
が
制
度
の
変
わ
り
目
だ
か
ら
こ
そ
、
今
月
、
自
治
体
の
全
職
員
に
改
め
て
前
述
の
通
知
の
内
容
の
周
知
徹
底
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
改
め
て
伺
い
ま
す
。

制
度
が
変
わ
っ
た
今
月
中
に
再
度
住
宅
扶
助
の
認
定
に
か
か
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
自
治
体
の
担
当
者
が
誤
っ
た
運
用
を
し

な
い
よ
う
に
通
知
を
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。
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